
取扱説明書

注 意
●コニクリップの装填時以外は、コニクリップ表面を手で触らない。
●コニクリップの表面に極端な油・ホコリ・水を付けない。
●使用前に必ず、コニクリップが充分なかしめ力でとめられているかを確認する。
●マガジンカバー及びドアを必ず閉めて使用する。
●レバーは必ず最後まで（とまるまで）押し下げる。途中でとめるとトラブル（コニ
クリップのつまり等）の原因となるので、絶対にしない。

●二度打ちは絶対にしない。
●空打ちとなった場合、必ずクリップかしめ部にコニクリップが残っていないかどう
か確認して取り除く。

●本機の使用後には、必ず送りユニット・クリップかしめ部の掃除を行う。

●この取扱説明書は常時内容が確認できるよう保管してください。
●本機の仕様は機能向上のため、予告なしに変更することがあります。

警 告
●使用前に必ず取扱説明書を読む。
●使用前に必ず正常に作動するか確認する。
正常に作動しない場合は使用しない。

●機械は必ず安定した台に固定する。
●異常を感じたら絶対に使用しない。
●本機を絶対に分解または改造しない。
●袋挿入口・カッタ部には絶対に指を入れない。
●機械内部のコニクリップを取り除く場合は、
ラジオペンチ等の工具を使用する。
（16ページ参照）

●レバーを無理に動かさない。レバーが動か
なくなった場合は、必ず解除ダイヤルを使
ってストッパーを解除する。（17ページ参照）

●指定のコニクリップを必ず使用する。



このたびは、マックス袋とじ機「コニクリッパ」をお買い上げいただきまして誠
にありがとうございます。本機の取扱いにあたって、この取扱説明書を最後まで
よくお読みください。使用上の注意事項、使用方法、能力などについて十分ご理
解の上、安全に適切にご使用くださるようお願いいたします。

■表示について

この表示は、取扱いを誤った場合に、使用者が死亡または重傷を負う警告
可能性が想定される場合を表しています。

この表示は取扱いを誤った場合に、使用者が傷害を負う危険が想定さ
れる場合および物的損害のみの発生が想定される場合を表しています。注意
また、取扱いを誤った場合には、機械本来の性能を発揮しないばかり
でなく本機の損傷につながる事が想定される場合を表しています。
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警 告
q安定した台に必ず固定する。

本機を設置する作業台の安定性が悪いと、倒れたり

して危険ですので、必ず安定した台を使用してくだ

さい。また、作業中に本機が動いたり、倒れたりす

ることのないよう、付属のクランプまたはベース部

の釘穴を利用し、釘等で固定してください。固定は

必ず作業前に行ってください。

w周囲温度が0℃～40℃の範囲で必ず使用する。

周囲温度が0℃より低い場合は、コニクリップが充

分なかしめ力でとめられない可能性があります。ま

た、40℃を超える場所で使用しないでください。

※コニクリップの温度も0℃～40℃の範囲で使用して

ください。コニクリップの保存温度が0℃より低い

場合や、40℃より高い場合は30分以上おいて周囲

の温度になじんでからご使用ください。

e指定のコニクリップを必ず使用する。

指定されたコニクリップと異なるものを使用すると

本機の故障や事故の原因となりますので、必ず指定

のコニクリップをご使用ください。（7ページ参照）

本機は、青果物などを包装するビニール袋、防曇袋、ネットなどの袋口をコニクリップ

で結束する事を目的とした機械です。水を含んだ内容物の袋の口止めなどの用途には使

用できません。指定以外の用途、使用方法は重大な事故につながる恐れがあるため、こ

の取扱説明書の記載事項を厳守してください。特にコニクリップ表面に油、ホコリ、水

がついていると、結束後コニクリップが正常にとじられなかったり、搬送中に袋からコ

ニクリップがはずれる可能性がありますので、充分注意してください。作業関係者以外、

特に子供は作業場所に近づけないでください。また、本機に触れさせないでください。

作業前

q
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安全作業のために
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警 告
rコニクリップの装填以外は、コニクリップ表面を手

で触らない。

tコニクリップの表面に、極端な油、ホコリ、水をつ

けない。

かしめたコニクリップの外れにつながる可能性があ

りますので、コニクリップの表面はなるべく手で触

らないでください。また、極端な油、ホコリ、水を

つけないでください。万一、コニクリップ表面に油、

ホコリ、水がついた時は、乾いたきれいな布で拭き

取り、充分乾燥させてからご使用ください。

y使用前に必ず正常に作動するか確認する。正常に作

動しない場合は使用しない。

使用前に品物が入っていない空の袋を挿入し、本機

が正常に作動するか確認してください。そのときに

袋をとじているコニクリップの形状が図yの正常な

状態になっているか確認してください。また、搬送

中に袋からコニクリップがはずれる可能性がありま

すので、コニクリップが充分なかしめ力でとめられ

ているか、コニクリップが簡単に袋から抜けないか

確認してください。結束したコニクリップの形状が

異常だったり、機械が正常に作動しない場合は、お

買い求めの販売店、又はマックスサービス㈱に点

検・修理に出してください。

u作業環境に応じた服を着用する。

作業のじゃまになったり、機械に引き込まれたりす

ることのないような服、手袋などを着用してくださ

い。

rt
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安全作業のために
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警 告
i作業場所を常に整理する。

作業場所が乱雑だとつまづくなどして思わぬ事故の

原因となります。作業場所は常に整理整頓をして安

定した姿勢で作業を行ってください。

i

警 告
q異常を感じたら絶対に使用しない。

作業中に本機の調子が悪かったり、異常を感じたら、

ただちに使用を中止してください。異常のある場合

はお買い求めの販売店、又はマックスサービス㈱に

点検・修理に出してください。

w袋挿入部（袋を挿入・結束するところ）、カッタ部

に絶対に指を入れない。

e機械内部のコニクリップを取り除く場合は、ラジオ

ペンチ等の工具を使用する。（16ページ参照）

袋挿入部の内部は、送りユニット・クリップかしめ

部が作動しています。また、カッタ部の中にはカッ

タがあります。危険ですから、絶対に指を入れない

でください。

作業中

q

we

安全作業のために
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警 告
r空打ちを絶対にしない。

結束物を挿入せずに作動させると、クリップかしめ

部にクリップが残り、本機の破損やトラブルの原因

につながりますので、絶対に行なわないでください。

tレバーは必ず最後まで（とまるまで）押し下げる。

作業中、レバーを途中でとめるとトラブル（コニク

リップのつまり・かしめ力の低下）の原因となりま

すので、絶対にしないでください。

y2度打ちを絶対にしない。

2度打ち（空打ち時や、結束物を取り除かずクリッ

プかしめ部にコニクリップが残った状態で続けて結

束する事）をすると、本機の破損やトラブルの原因

となります。絶対にしないでください。

uレバーを無理に動かさない。

レバーが止まる位置よりも無理に押し下げたり、コ

ニクリップがつまった場合に無理にレバーを動かす

と、本機の破損やトラブルの原因となります。絶対

にしないでください。万一レバーが動かなくなった

場合は、必ず解除ダイヤルを使ってストッパーを解

除してください。（17ページ参照）

t

u

安全作業のために
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警 告
q本機を大切に手入れする。

作業終了時には、性能維持・故障防止のため、16

ページの手入れの仕方の手順に従って、必ず本機を

掃除してください。また、本機に注油しないでくだ

さい。

w指定された消耗部品交換以外は、本機を絶対に分解

しない。

指定された消耗部品（替え刃）の交換以外は本機を

絶対に分解しないでください。万一故障した時は、

お買い求めの販売店、又はマックスサービス㈱に点

検・修理に出してください。

e本機を絶対に分解・改造しない。

本機を分解または改造すると、本来の性能が発揮さ

れないばかりでなく安全性が損なわれますので、絶

対にしないでください。

作業後

q

w

e

安全作業のために
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商　　品　　名 マックス袋とじ機 コニクリッパ

商　品　記　号 CK-130HV

寸　　　　　　法 （W）210 ×（D）478 ×（H）480mm

質　　　　　　量 11.3kg

コニクリップ装填数 1,000枚

使 用 温 度 範 囲 0～40℃

クランプ ………………………………………………………1ヶ
スパナ …………………………………………………………1ヶ

付　　属　　品
ピン ……………………………………………………………1ヶ
レバー固定ナット ……………………………………………1ヶ
レバー …………………………………………………………1ヶ
バネ座金 ………………………………………………………1ヶ

商 品 記 号
CKS-230＊／シュドウ CKS-330N＊／シュドウ

＊にはコニクリップ色が入ります。

袋　種　類 ビニール袋 ネット袋（棒ネット）

袋　　　幅 100～230mm 折　径 240～320mm

厚　　　み
OPP PE 目　数 80

20～25ミクロン 30～40ミクロン

内容物質量 1,000g以下 1,500g以下

レッド、グリーン、イエロー、
コニクリップ色 ホワイト、ライトブルー、 レッド、グリーン、イエロー

ライトブラウン、ゴールド

〈コニクリップ使用範囲〉

※内容物や袋の種類によっては充分な結束力が得られない場合があります。作動前に必ず確認し、
ご使用ください。

※本機では、2,000枚巻のコニクリップは使用することができません。必ず指定の1,000枚巻コニクリ
ップをご使用ください。

仕様及び付属品
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警 告
●安定した台に必ず固定する。

q本体とベースユニットの組み立て

※本体とベースユニットは、逆向きの取り

付けも可能です。作業台の形に応じて、

ベースユニットの取付け向きを変えてく

ださい。 〈図-1〉

1）本体底面の2本の六角ボルトを付属のス

パナでゆるめ、ベースを取り外してくだ

さい。 〈図-2〉

2）ベースの取付け向きを変え、六角ボルト

で固定し、スパナで強く締め付けてくだ

さい。 〈図-3〉

〈図-1〉

〈図-2〉

〈図-3〉

出荷時 逆向き

六角ボルト

付属のスパナ

ベース

逆向き時
取付け穴

組み立て・固定方法



wレバーの取り付け

本機は作業者のお好みに合わせて、2段

階にレバーの角度を調節できます。

メインシャフトにレバーをハメこみ、図

の様にピンで固定し、付属のバネ座金と

レバー固定ナットで締め付けてくださ

い。 〈図-4〉

e本機の固定

本機の設置場所が決まりましたら、安定

した台に付属のクランプで固定してくだ

さい。 〈図-5〉

又はベースの釘穴を利用し、釘等で固定

してください。

〈図-4〉

〈図-5〉

－ 9 －

ピン レバー固定ナット

上の穴に差す 下の穴に差す

レバー位置を レバー位置を
前側にセット 後側にセット

釘穴

クランプ

バネ座金
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1）本体のドアの取っ手をつまんで開けてく

ださい。 〈図-6〉

2）マガジンカバーを開けて、コニクリップ

をセットし、コニクリップの先端を引き

出します。 〈図-7〉

※コニクリップをとめているテープは取り

外してご使用ください。

※かしめたコニクリップの外れにつながる

可能性がありますので、コニクリップの

表面はなるべく手で触らないでください。

また、極端な油、ホコリ、水を付けない

でください。万一、コニクリップ表面に

油、ホコリ、水が付いた時は、乾いたき

れいな布で拭き取り、充分乾燥させてか

らご使用ください。

3）コニクリップをレールに沿って挿入口か

ら指で送り込みます。 〈図-8〉

qコニクリップの装填

〈図-6〉

警 告
●指定のコニクリップを必ず使用する。

●コニクリップの装填時以外は、コニ

クリップ表面を手で触らない。

ドア

〈図-7〉

コニクリップ

マガジンカバー

マガジン

〈図-8〉

レール

挿入口

使用方法
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4）送りユニットを起こして、コニクリップ

を矢印の方向に差し込んでください。

この時左右のアームについているピンと

コニクリップの2つの穴が確実にセット

されたことを確認してください。（カチ

ッと音がします） 〈図-9〉

5）コニクリップをマガジン方向に引きなが

ら、コニクリップが送りユニットの根元

で折れ曲がらないように注意して、送り

ユニットを元の状態に戻してください。

〈図-10〉

6）マガジンカバーを先に閉じ、その上から

ドアを確実に閉めます。（この時、マガ

ジンカバーの突起部がドアの穴部にセッ

トされるようにしてください。）

〈図-9〉

送りユニット先端部

コニクリップ

ピン

先頭のコニクリップ

注 意
●マガジンカバー及びドアを必ず閉め

て使用する。

拡大図

〈図-10〉

送りユニット

コニクリップ

送りユニットの根元

アーム
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警 告
●使用前に必ず正常に作動するか確認する。正常に作動しない場合は使用しない。

●機械は必ず安定した台に固定する。

●袋挿入口・カッタ部には絶対に指を入れない。

●レバーを無理に動かさない。レバーが動かなくなった場合は、必ず解除ダイヤル

を使ってストッパーを解除する。（17ページ参照）

●指定のコニクリップを必ず使用する。

注 意
●使用前に必ず、コニクリップが充分なかしめ力でとめられているかを確認する。

●マガジンカバー及びドアを必ず閉めて使用する。

●レバーは必ず最後まで（とまるまで）押し下げる。途中でとめるとトラブル（コ

ニクリップのつまり等）の原因となるので、絶対にしない。

●2度打ちは絶対にしない。

●空打ちとなった場合、必ずクリップかしめ部にコニクリップが残っていないかど

うか確認して取り除く。

●袋は1回以上ねじらないでください。強くねじりすぎると結束する部分が堅くな

り、結束できないことがあります。

w袋とじ・カット方法

1）使用前に必ず正常に作動するか確認して

ください。

品物が入っていないカラの袋を半回転ほ

どねじり、袋を挿入口に入れ易くして挿

入してください。袋は袋挿入口の左側に

寄せてください。 〈図-11〉〈図-11-2〉

〈図-11〉

袋挿入口

袋挿入口の溝

〈図-11-2〉

半回転
ほど
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2）レバーを押し下げると、機械が作動して

袋をとじる事ができます。袋をとじる時

は、レバーを動かなくなる所までいっぱ

いに引いてください。 〈図-12〉

※レバーを途中で止めるとトラブル（コニ

クリップづまり・かしめ力の低下等）の

原因となります。

※何らかの原因でレバーが動かなくなった

時は、逆方向には、絶対に無理に動かさ

ない（レバーを戻そうとしない）でくだ

さい。解除ダイヤルを使って解除してく

ださい。（17ページ参照）

3）とじ終わった袋は必ず横に取り出しま

す。 〈図-13〉

4）余分な部分をカッタで切り取ります。

〈図-14〉

〈図-12〉

レバー

〈図-13〉

〈図-14〉

カッタ

注 意
●低温（0℃以下）でレバーをゆっくり

と引いた時に、かしめ力が弱くクリ

ップが外れる場合があります。レバ

ーを引き終わるまでを約1秒以内に

行ってください。
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5）コニクリップの抜け防止のため、カット

の際には袋上部の寸法（クリップ部から

袋口まで）を20mm以上になるよう行っ

てください。 〈図-15〉

6）とじ終わった袋を取り出したら、袋をと

じているコニクリップの形状が正常な状

態になっているか確認してください。ま

た、搬送中に袋からコニクリップがはず

れる可能性がありますので、コニクリッ

プが充分なかしめ力でとめられている

か、コニクリップが袋から簡単に抜けな

いか確認してください。 〈図-16〉

7）品物を入れた袋で1）～6）に従って作業を

行ってください。ネット袋の場合は、コ

ニクリップがネット袋から抜ける可能性

がありますので、ネット上部をたるませ

ずに結束してください。 〈図-17〉

〈図-16〉

〈図-17〉

たるんで
いない

ネット袋はたるませずに結束してください。

たるんで
いる

〈図-15〉

20mm以上



〈図-19〉
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コニクリップ
の穴

アーム

引く

ピン

〈図-20〉

コニクリップの穴

アーム

引く 引く

ピン

2
1�

〈図-21〉 アームを引きながら

eコニクリップの抜き取り、交換方法

注 意
●コニクリップの表面に極端な油、ホ

コリ、水をつけない。

1）本体のドアの取っ手をつまんで開けてく

ださい。 （10ページ参照）

2）送りユニットを起こします。 〈図-18〉

3）左右のアームを引き、コニクリップの穴

からピンを外します。〈図-19〉〈図-20〉

4）左右のアームを引きながら、コニクリッ

プを抜き取ります。この時、一度矢印q

の方向にズラしてから、矢印wのように

抜き取ってください。 〈図-21〉

〈図-18〉
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〈図-22〉

クリップかしめ部送りユニット

r本機を掃除する

作業終了時には、本機の性能維持・故障防

止のため、必ず掃除を行ってください。

特に、送りユニット・クリップかしめ部に

ゴミ等が残っていますと、コニクリップが

正しく結束できなかったり、機械が故障し

たりする原因となります。

使用後は、乾いたタオル等でカラ拭きし、

ホコリやゴミを充分に取り除いてくださ

い。 〈図-22〉

注 意
●本機の使用後には、必ず送りユニット・クリップかしめ部の掃除を行う。

警 告
●機械内部のコニクリップを取り除く場合は、ラジオペンチ等の工具を使用する。

機械かしめ部につまったコニクリップを取

り除く時は、以下の手順で行ってください。

1）本体のドアの取っ手をつまんで開けてく

ださい。

2）ラジオペンチ等の工具で、コニクリップ

を取り除いてください。 〈図-23〉

なお、どうしても取り除けない時は、お買

い求めの販売店、又はマックスサービス㈱

に修理に出してください。

〈図-23〉

コニクリップの取り除き方
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警 告
●レバーを無理に動かさない。

レバーが動かなくなった場合は、必ず解除ダイヤルを使ってストッパーを解除する。

レバーを押し下げても動かない時は、機械

内部にコニクリップがつまる等の原因が考

えられます。このような時は、以下の手順

にそってストッパーを解除してください。

1）レバーを下げながら解除ダイヤルを矢印

の方向にまわす。 〈図-24〉

2）解除ダイヤルを矢印の方向に回し、保持

した状態でレバーを元の位置に戻す。

〈図-25〉

3）ドアを開け、クリップかしめ部にコニク

リップが残っていたら取り除いてくださ

い。（16ページ参照）

〈図-24〉

〈図-25〉

解除ダイヤル

レバー

レバーが動かなくなった時の解除方法
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警 告
●替え刃の取り扱いには充分に注意する。

カッタが切れなくなった場合には、お買い

求めの販売店、又はマックスサービス㈱で

お買い求めになり、次の手順に従って交換

してください。

1）カッタカバーの止めネジをはずし、カッ

タカバーを取りはずします。 〈図-26〉

2）刃の部分に注意して、カッタを取りはず

します。 〈図-27〉

3）カッタホルダ部のピンに合わせて、新し

いカッタをセットします。 〈図-28〉

4）カッタカバーをかぶせて、止めネジを締

めれば完了です。

〈図-26〉

〈図-27〉

止めネジ

カッタカバー

カッタ

〈図-28〉

カッタホルダ部

カッタの交換方法
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q指定のコニクリップを必ず使用する。

指定されたコニクリップと異なるものを使

用すると本機の故障や事故の原因となりま

すので、必ず指定のコニクリップをご使用

ください。

wコニクリップに、油、ホコリ、水をつけない。

コニクリップが充分なかしめ力でとめられ

ず、搬送中に袋からコニクリップがはずれ

る可能性がありますので、コニクリップの

表面に極端な油、ホコリ、水をつけないで

ください。また、本体への装填時以外にコ

ニクリップの表面はなるべく手で触らない

でください。万一、コニクリップ表面に油、

ホコリ、水がついた時は、乾いたきれいな

布で拭き取り、充分乾燥させてからご使用

ください。

e空打ちを絶対にしない。

結束物を挿入せずに空打ちをすると、本機

の破損やトラブルの原因につながりますの

で、絶対に行なわないでください。

r2度打ちを絶対にしない。

2度打ち（空打ち時や、結束物を取り除か

ずクリップかしめ部にコニクリップが残っ

た状態で続けて結束する事）をすると、本

機の破損やトラブルの原因となります。絶

対にしないでください。

性能を維持するために
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t異常を感じたら絶対に使用しない。

作業中に本機の調子が悪かったり、異常を

感じたら、ただちに使用を中止してくださ

い。異常のある場合はお買い求めの販売店、

又はマックスサービス㈱に点検・修理に出

してください。

y本機を掃除する。

作業終了時には、本機の性能維持・故障防

止のため、必ず掃除を行ってください。

（16ページ参照）

特に、送りユニット・クリップかしめ部は、

乾いたタオル等でカラ拭きし、ホコリやゴ

ミを充分に取り除いてください。

また、本機に注油はしないでください。

u定期的に点検する。

本機の性能を維持するために、カッタの交

換・内部の性能・グリスアップ等を行う必

要があります。使用回数20万回を目安に

オーバーホールを行ってください。ご用命

は、お買い求めの販売店、又はマックスサ

ービス㈱にお申しつけください。
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【アフターサービスについて】
●本機の調子が悪いときは、使用を中止して、お買い求めの販売店、又はマックスサー

ビス㈱にご相談ください。

【補修用性能部品の最低保有期間】
●本機の補修用性能部品の最低保有期間は、製造打ち切り後6年です。

●補修用性能部品とは、本機の性能を維持するために必要な部品です。

アフターサービス、補修用性能部品について


